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とても役に立った

74.5% 152名

役に立った

２１％ ４３名

その他

２％ ４名

無回答

２.5％ ５名

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合福祉センターの３階和室で、ケーナ奏者ＴＡＫＥさんによる演奏会が行われました。※ケーナとは、南

アメリカのアンデス地方に伝わる伝統的な笛で、独特の暖かさがあり、澄んだ美しい音色が特徴です。 

この日は「コンドルは飛んで行く」など、心地よい音色で癒されました。また、「いい日旅立ち」や「上を向い

て歩こう」など、利用者さんのなじみの曲を演奏してくださり、ケーナの演奏で一緒に歌を唄い、贅沢な時

間を過ごしました。 

 

社会福祉法人 大牟田市社会福祉協議会 

社協事務局通信 
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【編集後記】 

今年度も早いもので年度末になりました。１月は行く、２月は逃げる、３月は去ると言われる通り、師走から３月は

毎年あっという間に感じてしまいます。昨年４月に小学生になった長男、最初は大事にしてくれていたランドセルも

１年も経てば、逆さになって床に置いてある状態です。ピカピカだった大きめの上靴も、汚れと匂いとサイズアウト

の３拍子が揃い、すでに買い替えました。長男にとって初めてのことが多かった１年間、心も体も成長を感じさせて

くれる１年でした。                                           （権利擁護センター 渡部） 

Information 

第１６回 大牟田市地域福祉大会が開催されました 

行政書士相談 ３月１９日（水） 32-8851 

 

ボランティア登録（新規・更新）、ボランティア活動保険の申込が始まります 

自分が出来る事を地域や困っている方の為に役

立てたいと思っている方、ボランティア登録してみ

ませんか？個人でも団体でも登録可能です。 

現在登録されている方につきましては、改めて

新年度の更新手続きのお知らせをさせていただき

ます。 

ボランティア活動中の様々な事故による「ケガ」

や「損害賠償責任」を補償する保険です。 

地域福祉活動やボランティア活動時の保険や在

宅・福祉サービスの補償、送迎サービス中の補償な

ど、様々な保険があります。 

ボランティア活動保険 ボランティア登録（新規・更新） 

※ボランティア登録・活動保険に加入される際には、条件があります。詳しくは、お問合せください。 
ボランティアセンター ３２-９０３３ 

 

社協デイサービス 

  「ふれあい処えいる」 ♪ケーナの演奏で癒されました♪ 

【と  き】 令和７年２月２日（日） ９時３０分～１２時００分 
【ところ】 大牟田文化会館  小ホール 
【目  的】 市民一人ひとりが自ら住んでいる地域に積極的に関わりを持ち、地域

住民の、地域住民による、地域住民のための「支えあいの絆」を創造す
ることを目的に開催 

【第１部：功労者表彰式典】   
地域福祉の向上に貢献された個人・団体・企業、 

共同募金運動功労者   延べ６２名２９団体 
【第２部：基調講演】  
「子どもも大人も居場所をもとめて 

～西鉄バスジャック事件に遭遇して考えたこと～」                   
不登校を考える親の会「ほっとケーキ」 

代表 山口 由美子さん 
【参加者】 約４００名 

【第２部：基調講演】 

【第２部：基調講演に対するアンケート結果】 
 「山口先生の視野の広さ、人をみとめる姿、そして経験の大切さなどからたくさんの事を学びました。自分自身の

生活や職場で活かせるように心がけたい」など、95.5%の人が「役に立った」と回答されました。 

【第２部：基調講演に対する自由記述】 
▼子どもも大人も安心・安全な居場所があること、またその居場所に行けることが大切だと思いました。 

▼「聞くだけでいい、子どもは答えを自分で見つけるから」にとても共感しました。職場でも家庭でも「待つ」「信じ

る」事を大切にしたいと思います。 

▼子どもがウソをつく中には、親のことを考えていて、そして親のことを守っているんだと聞いて痛感しました。何

でも否定せずに子どものことを受け入れること、と思わせて頂きました。 

▼山口先生自身の体験をもとに講演頂いたので話に引き込まれました。質問を受けて頂いたので距離が近く感じ

られました。 

▼自分の子どもも不登校気味なので、もっと話を聞いてあげようと思いました。その時に必要な言葉は、人をいや

すことができるということも学びました。 

▼中学生の息子が不登校です。対応に色々迷うこともあるが、夫婦で「今の息子のそのままを受け入れる」と決めて

から、息子に少しずつ元気が戻ってきました。それでも頭の中には勉強や友達関係など心配はありましたが、今日

の講演を聞いて「いや、これでよかったんだな」と安堵しました。 

▼西鉄職員の立場で聞きたいと思い来ました。加害者の子どもの話や、車内で起きたことを聞くことができ、会社

もリスクマネジメントはしていると思いますが、山口さんの言葉を運転手の仲間にも伝えたいと思います。 

 

第１部：功労者表彰式典 

有効回答数：204名 

表彰者一覧 

自由記述一覧 

「（株）ハピエスト カーブスゆめタウン・イオンモール様、（株）良品計画 無印良品 ゆめモール柳川様、（株）良品
計画 無印良品 ゆめタウン大牟田様、済生会 大牟田病院様より、様々な食料品をご寄贈いただいています。 
お寄せいただいた食料品等は、「子ども・地域食堂」、「子どもの居場所づくり」や「生活困窮者支援」等に有効 
に活用させていただきます。いつもありがとうございます。 

（株）良品計画 無印良品 
ゆめモール柳川 様 

 

（株）ハピエスト 
カーブスゆめタウン・イオンモール様 済生会 大牟田病院 様 

（株）良品計画 無印良品 
ゆめタウン大牟田 様 

 

※ケーナ 

第２部：基調講演  

子どもも大人も居場所をもとめて 

不登校を考える親の会「ほっとケーキ」  
代表 山口 由美子さん 



 

２月７日、「キャロットサービス協力会員研修・交流会」を実施しました。 

今回は、「おおむた認知症カフェ連絡協議会」 代表 松嶋 明子さんを講師に 

迎え、「つながりワーカー学習会」を行いました。この研修会は、“地域での孤立 

に気づき、つながり、つなげ、見守る人材を養成する研修”ということで、動画 

を見ながら、演習❶～❹に取り組みました。動画では、地域の“気になる人”を 

例題に、❶どうしてそのようになったのか、❷その人への望ましい声のかけ方 

❸専門職へのつなぎ方、❹地域でどのように見守ったらいいのか…など、まず 

は、個々で考えてもらいました。その後、グループワークで、協力会員同士意見 

を出し合うことで、交流を深めることもできました。 

アンケートから「参考になりました」という声が多く、この研修が日頃のキャロ 

ットサービス活動にも活かされていくのではないかと感じたところです。 

学習会の最後には、一人ひとりに修了証書をお渡ししました。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月１日、「第７回防災運動会」（主催：大牟田市ボランティア連絡協議会）が 

５年ぶりに大牟田アリーナで開催されました。当日は、地元の中学生から高齢 

者まで約１００人が参加し、３チームに分かれて「非常食準備競争」「大声競争」 

「水害障害物競走」「みんなで一緒に！バケツリレー」の４種目が行われました。 

これらの競技は早さ等を競うだけではなく、みんなが安全に助け合いできて 

いるか等も大きなポイントです。また昼食では、競技で調理した非常食のアル 

ファ米やソーセージの味をみんなで確かめていました。会場には、災害に関す 

るたくさんの展示ブースもあり、競技の合間には「防災ミニ講話」もありました。 

競技を通して、中学生の元気いっぱいな姿、障がいのある方や高齢者へやさしく気配りする様子を見ること

ができ、明るい未来を感じる一日となりました。 

春を告げる伝統行事「節分」の豆まきを２月３日に行いました。 

歴木保育所の豆まきは、つくしんぼ組（年長児）の子どもたちが鬼になり各クラスを回ります。その、鬼の

お面は子どもたちが張りぼてで作り完成させたものです。まず、土台を作り新聞紙と和紙をちぎって根気

よく糊で貼り、色を塗ってニスで仕上げました。じっくりと時間をかけて出来上がった鬼のお面はどれも個

性的で子どもたちの宝物です。 

当日は、そのお面をかぶり手作りの金棒を持って、鬼に変身‼「ウオー！！」「宝ものはどこだ～」と小さ
いクラスの子どもたちのもとへ。各クラスでは、部屋に入ってきた鬼に怖がりながらも必死に豆を投げつけ
て鬼退治をする子、鬼が怖くて泣きだす子、先生の後ろに隠れて出てこない子等さまざま…。 
子どもたちは豆まきの体験を通して、怖いながらも鬼退治をし、楽しむことができました。 

 

  怖かったけどがんばった！豆まき 

２月１４日に、「第２回共同募金配分委員会」が開催され、令和７年度に実施する事業の助成金申請について、

審査が行われました。申請のあった福祉教育推進校１２校（８小学校・３中学校・１高等学校）と福祉団体やＮＰＯ

法人等１０団体の最終審査案は、２月２８日の第３回理事会及び第３回評議員会で正式に決定されました。 

詳細については、以下のとおりです。 

 

 

令和７年度事業 赤い羽根共同募金配分が決定しました！ 

  「キャロットサービス協力会員研修・交流会」を行いました 

成年後見制度は、認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由で判断能力が十分でない人が日常生活において

不利益を被らないよう、本人の権利と財産を守り、支援する制度です。 

ご自身やご家族の将来に備えて、成年後見制度を学びたい人や、市民後見人として地域に暮らす方々を支援す

る活動に興味がある人などを対象に、市民向け講座を開催します。是非、ご参加ください。 

 

【と き】    ４月１２日(土) １３時３０分～１６時００分(開場１２時３０分) 

【と こ ろ】     イオンモール大牟田 ２階 イオンホール 

【内 容】    講 座 ： 「法定後見と任意後見について」 

               講 師 ： 大牟田市成年後見センターセンター長 竹本安伸 

【定 員】    ６０人(予約制) 

【参 加 費】     無 料 

【申込期限】      ３月３日(月)～４月１０日(木)  

【申込・問合せ】   大牟田市成年後見センター    ☎ ０９４４-57-2535 

 

お                                                                   （単位：円） 

№ 学校名及び団体名             事  業  名 配 分 額 

１ 駛馬小学校 福祉教育推進事業 42,500 

２ 玉川小学校 「自然・ひと・もの・こと」を大切にする教育の推進 50,000 

３ 中友小学校 中友校区ハッピータウンプロジェクト 65,000 

４ 白川小学校 ジュニア民生委員・児童委員活動 ５0,000 

５ 平原小学校 児童への福祉教育 ４0,000 

６ 羽山台小学校 SDGｓ達成に向けて誰もが幸せに暮らせるまちづくり 40,000 

7 倉永小学校 地域と学校の協働による住みよいまちづくり 62,000 

8 手鎌小学校 障がいのある方との交流及び人権学習 20,000 

９ 橘中学校（白銀中学校） 総合的な学習における福祉教育、環境学習、防災・減災学習 ３５,000 

10 宮原中学校 「地域とともに生きる」宮原中学校 HAPPYプロジェクト １００,000 

11 歴木中学校（御木中学校） 安心して長生きできる社会を目指して ６６,000 

12 明光学園中学校・高等学校 地域活性化！世代間交流ふれあい手作りプロジェクト １００,000 

１３ 大牟田市ボランティア連絡協議会 SDGｓの「５つのＰ」から考える研修事業 43,000 

１４ 大牟田朗読の会 朗読・録音図書作成等のスキルアップのための研修会 50,000 

15 大牟田市老人クラブ連合会 介護予防推進活動 100,000 

16 ＮＰＯ法人 大牟田市母子寡婦福祉会 ひとり親家庭のふれあい事業・福岡県母子寡婦福祉大会への参加 100,000 

1７ ＮＰＯ法人 大牟田市障害者協議会 令和７年度 ふれあいパラサンまつり 100,000 

18 ＮＰＯ法人 ともしび会 精神障がい者等の社会参加促進事業 ５８,４00 

19 ＮＰＯ法人 大牟田知的障害者育成会 知的障がい者施設体験学習研修 100,000 

20 大牟田市視力障害者福祉協会 福岡県盲人福祉大会参加・視力障がい者徒歩訓練活動 １００,０00 

21 おおむた認知症カフェ連絡協議会 排除や差別のない地域を目指し孤立者の居場所作りの推進 100,000 

22 不登校・ひきこもり家族の会「ふきのとう」 不登校・ひきこもり当事者やその家族の居場所づくり 100,000 

 

 

年長さんの作品 

成年後見センター 

イメージキャラクター 

りんぐちゃん 

                                        に参加しました           

来年度もみんな健康で、元気いっぱい過ごせますように 

ボールを使ったバケツリレー競争 
 

非常食準備競争 
 

講師：松嶋代表による認知症学習会の様子 
 

【防災運動会】 
防災運動会は、運動会に防災知識を取り入れた新しい運動会です。 
運動会としての楽しさを残しながらも、防災に関する知識や知恵を身につけ、自
分で助かる・他人を助けることの大切さを学べます。楽しいだけでなく、役に立ち、
防災を学びながらチームビルディング※できる運動会、それが防災運動会です。 
 

 ※「チームビルディング」とは、各メンバーのスキルや能力、経験を最大限に発揮し、目標を
達成できるチームを作り上げていくための取り組みを指します。 

 修了証授与 

市民向け講座 「成年後見制度について学ぼう！」を開催します 

 


